
13:30 ～ 17:00

医療福祉建築を専門とするゆう建築設計の建築セミナー

計画を実現可能にするために建築設計者ができること

工事費上昇の中で、
特養計画をどのように進めるか
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１.　ユニットにおける住み方、
　　　　　　　介護方法により変わる建築面積
２.　建築の各種仕様の選択はコストと係る
３.　特性に合わせた建築対応でコストは変わる
４.　木造の可能性、構造によるコストの違い
５.　新築と大規模改修のメリットとデメリット
６.　介護機器　コストからみて

『福祉施設のコストを決める要素は何か』
第　　部　13：30 ～ 15：00（90 分）11

第　　部　15：10 ～ 16：40（90 分）22
『設計 3事例におけるコストをめぐる葛藤と選択』

講師：岩﨑 直子

講師：竹之内 啓孝

事例 1 　従来型特養からユニット型特養（15人）へ
事例 2 　大規模木造による広域型特養
　　　　       　　　　　　　コストと設計仕様の選択
事例 3    特養を含む高齢者施設の基本設計で考えたこと

〒 604-8254　京都市中京区堀川通錦小路上ル四坊堀川町 617番地
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ゆう建築設計ホームページから
お申込みいただけます。

参加費： 5,000 円（当日現金払い） https://www.eusekkei.co.jp

大阪申込

定員： 40 名（各日）

【セミナープログラム】

（土）10/1818
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ビジョンセンター
東京八重洲
9 階 905 号室

東京申込

休憩　　15:00～ 15:10

質疑　　16:40～ 17:00

工事費の上昇は福祉系施設の新築や改修に大きな影響を与えています。建築工事の
コストはこれまでも計画時での重要なテーマでした。しかし最近の工事費の値上が
りは、計画自体をあきらめるかどうかの判断をするところまで来ています。



日　時
＜ 受　 付 ＞ 13：00
＜セミナー＞ 13：30 ～ 17：00

5,000 円（当日現金払い）参加費

2025 年 10 月 11 日（土）

40 名（先着順）定　員

JR 東京駅 八重洲北口 徒歩 4 分
（八重洲地下街 16 番出口 徒歩 2 分）
東京メトロ 銀座線・東西線、都営地下鉄　日本橋駅
B3 出口 徒歩 1 分

ハービス ENT　9 階 1・2 号室
大阪市北区梅田 2 丁目 2 番 22 号 オフィスタワー 9 階

アクセス JR 大阪駅（桜橋口）より徒歩 7 分
阪神大阪梅田駅（西改札）より徒歩 6 分

【大阪セミナー：お問い合わせ先】
Kyoto Office　担当：野村 電話：075-801-0022

【東京セミナー：お問い合わせ先】
Kyoto Office　担当：金川電話：075-801-0022
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日　時
＜ 受　 付 ＞ 13：00
＜セミナー＞ 13：30 ～ 17：00

5,000 円（当日現金払い）参加費

2025 年 10 月 18 日（土）

40 名（先着順）定　員
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東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 9F
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申　込

休憩・質疑の時間を含む

休憩・質疑の時間を含む

株式会社 ゆう建築設計 https://www.eusekkei.co.jp

今こそ考える利用者目線のコスト設計

上昇していく工事費
そのなかでも事業をあきらめない！

設計図に描かれた一本の線。ひとつの単語。それらは尊く、また同時にお金を発生させる
ものです。そこには金額に見合うだけの覚悟があるのか問いながら丁寧に選んでいく。 本
当になすべきことを実現するためにお金のことを考え取捨選択をすることは、建物を使う
すべての人にとって良い建物をつくるための手段のひとつです。大きな経済のうねりの中
で、その時その時代のコストの波に乗りながら事業は行われてきました。いままた、行く
手を阻むほどの波がやってきています。 事業をあきらめないために、費用の掛かるあらゆ
る行為に対しこれまで以上に敬意を払い、向き合う。今はその時だと考えています。

今回のセミナーでは、計画をこれから考える方、すで
に検討しているが工事費上昇のなかでどうしてよいか
迷われている方たちへ、現在進めている特養計画を例
にとって、具体的にどのように私達ゆう設計が立ち向
かっているかをご説明します。


